
Claude 3.7 Sonnetは2025年2月にAnthropic社から発表された最新の大規模言語モデルであり、AI
の進化における重要な転換点を示していると評価されています。同社が「最も知的なモデル」と位置
づけるこのAIモデルは、業界初となる「ハイブリッド推論モデル」として多くの注目を集めていま
す。その革新的な機能と高度な性能は、ビジネスから研究、創作活動まで幅広い分野での活用が期待
されており、AIの利用方法に新たな可能性をもたらしています。このレポートでは、Claude 3.7

Sonnetの特長と評判について詳細に分析し、その革新性と実用性を多角的に検証していきます。

Claude 3.7 Sonnetの最大の革新性は、標準モードと拡張思考モードを1つのモデルで実現するハイブ
リッド推論アーキテクチャにあります。この業界初のアプローチは、AIの思考方法に対する基本的な
考え方を変革するものです。従来のAIモデルでは、迅速な応答能力と深い思考能力は、しばしば異な
るモデルやシステムに分かれていました。しかしClaude 3.7 Sonnetは、人間の脳が状況に応じて即
時反応と深い熟考を使い分けるように、単一のモデル内で両方の思考モードを実現しています
。

このハイブリッドアーキテクチャの核心は、神経回路網の動的再構成技術を応用した設計思想にあり
ます。Claude 3.7 Sonnetでは、入力データの複雑度をリアルタイムで評価し、最適な推論モードを
自動選択するメカニズムを構築しています。この仕組みにより、単純な問い合わせには100ミリ秒以
下の応答時間を維持しつつ、複雑な数学的証明問題では最大128Kトークンに及ぶ段階的推論を実現
しました 。これは自動車におけるエコモードとスポーツモードの切り替えのような柔軟性をAIにも
たらしたとも例えられています 。

ハイブリッド推論アーキテクチャがもたらす革新性は、柔軟性と使いやすさ、透明性と信頼性の向
上、そして実用性重視の設計という三つの側面に現れています。タスクの難易度や緊急性に応じて思
考モードを選択可能であり、プロンプトの書き方を大きく変える必要がないという利便性が評価され
ています 。さらに、拡張思考モードで推論過程が可視化されることで、AIの「ブラックボックス」
問題が軽減され、ユーザーは回答の信頼性を評価しやすくなるという点も重要な進化です 。

Claude 3.7 Sonnetの特筆すべき機能である拡張思考モード（Extended Thinking Mode）は、AIの
思考プロセスを可視化するという画期的なアプローチを採用しています。この機能により、複雑な問
題に対してAIがどのようにステップごとに推論を進め、結論に至ったかを確認できるようになり、AI
の「ブラックボックス」問題が大幅に軽減されました 。ユーザーは回答の根拠や論理の流れを評価
したり、必要に応じて修正を促したりすることが可能になっています。

拡張思考モードの特徴的な点として、思考過程を日本語で表示させることができる柔軟性が挙げられ
ます。「思考過程を日本語で」とプロンプトに入れるだけで、きちんと日本語での思考過程を見せて
くれるという点は、他の推論モデル（OpenAIの推論モデルo1・o3やDeepSeekの推論モデル）には
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ない柔軟性だと評価されています 。これにより日本語ユーザーにとっての使いやすさが大きく向上
しています。

APIを通じて利用する場合、ユーザーは「思考予算」（トークン数）を細かく指定でき、速度（コス
ト）と回答の質のバランスを自由に調整することができます 。この柔軟性により、シンプルな質問
には迅速に、複雑な問題には時間をかけて対応するなど、状況に応じた最適な使い方が可能になって
います。思考予算を増やすほど回答の質が向上する一方で、コストも増加するため、タスクの重要度
に応じた適切な設定が推奨されています 。

Claude 3.7 Sonnetの性能は複数のベンチマークで検証され、多くの領域で最先端の成果を示してい
ます。Anthropicが公開したベンチマークスコアでは、Claude 3.7 Sonnetの拡張思考モードは
Claude 3.5 Sonnetはもちろん、ほとんどの項目で「DeepSeek R1」を上回っており、OpenAIの
「o」シリーズに匹敵する性能まで備えています 。特にソフトウェアエンジニアリング性能を評価
するSWE benchでは、それらのAIモデルをはるかに上回るスコアを示しています 。

具体的な評価領域として、Claude 3.7 Sonnetが特に優れているのは「Instruction-following（指示追
従）」「Graduate-level reasoning（大学院レベルの推論）」「Agentic coding（自律的なコーディ
ング）」の三つの分野です 。指示や命令を正確に理解し求められたタスクを正確に遂行する能力、
大学院レベルの論理的推論と理由づけの能力、そして複雑なプログラミングタスクを自律的に解決す
る能力において、他のトップモデルを凌駕する性能を示しています 。

SWE-Bench Verifiedでは標準モードでも業界トップの70.3%という驚異的なスコアを達成しており
、複雑なコードベースの理解、フルスタック開発の対応、バグ修正や最適化など、実際の開発現

場で必要とされる能力が大幅に強化されていることが報告されています 。開発企業のCursorは
「実世界のコーディングタスクにおいてベストインクラス」と評価し、Cognitionは「コード変更の
計画とフルスタック更新の処理能力」を高く評価、Canvaは「本番環境レベルのコードを一貫して生
成し、エラーを大幅に削減」と報告するなど、実務での効果が実証されています 。

Claude 3.7 Sonnetは処理能力においても大幅な向上を実現しています。最大128Kトークンの出力能
力を持ち、これは前モデルの15倍以上の出力容量に相当します 。入力側も約20万トークン（英単
語にしておよそ15万語）の巨大な入力文脈を扱えるため、長大なドキュメントや書籍レベルのテキス
トでも一度に処理できる能力を備えています 。この大容量コンテキスト処理能力により、長時間
の会議議事録をまとめたり、技術書を丸ごと分析するといったことも容易になっています 。

速度面では、Claude 3.5 Sonnetと比較して約2倍の処理速度を達成しており 、ユーザーの待ち時
間を大幅に短縮することに成功しています。標準モードでは即時的な回答を提供しながら、必要に応
じて拡張思考モードに切り替えることで、複雑な問題に対して段階的な推論プロセスを可視化できる
という二面性により、日常的な質問から高度な分析まで、幅広いニーズに対応することが可能となり
ました 。

マルチモーダル機能の面では、テキストだけでなく画像も理解・処理できる能力を備えています 。
視覚情報と言語情報を統合的に理解することで、画像に基づいた分析や解説、視覚資料を含むドキュ
メントの理解が可能になっています。これにより、グラフの解釈、デザインの評価、視覚的な問題解
決など、より幅広いタスクに対応できるようになっています 。
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Claude 3.7 Sonnetと同時に発表された「Claude Code」は、開発者がコマンドラインから直接AIに
コーディングタスクを委任できるエージェント型ツールです 。コードの検索・編集、テストの作
成・実行、GitHubへのコミットなどをサポートし、テスト駆動開発、デバッグ、大規模リファクタリ
ングなどの作業を効率化する機能を備えています 。

Claude 3.7 SonnetとClaude Codeの組み合わせは、ソフトウェア開発のワークフローに革新的な効
率化をもたらします。複雑なコードベースの理解と修正、大規模なリファクタリング、テストケース
の自動生成など、開発サイクルの様々な段階を支援する能力を持ち、開発者が単調な作業から解放さ
れ、より創造的な問題解決に集中できる環境を提供します 。

GitHubとの連携機能も全プランで利用可能になっており、自分のリポジトリを直接接続することで、
コードの文脈を理解した的確な支援が受けられるようになりました 。これにより、AIに対するコー
ディング指示の精度が向上し、より実用的なコード生成が可能になっています。

Claude 3.7 Sonnetのユーザー体験については、特に柔軟性と応答の自然さが高く評価されていま
す。Claude 3.5 Sonnetと比較して、より具体的で行動可能な提案ができるようになった点が大きな
進化として注目されています 。例えば創作支援のコンテキストでは、単に「何をすべきか」だけ
でなく「なぜそうすべきか」という理由も示すようになり、ユーザーが次のステップに進みやすくな
ったという評価があります 。

この「行動可能性（Actionability）」の向上は、Claude 3.7 Sonnetが「ユーザーが次に何をすべき
か」を常に意識しているような印象を与えるものだと評されています 。キャラクターには明確な
動機を与え、物語には具体的な展開を提案し、改善点には理由と実行方法を示してくれるなど、より
実践的な支援が可能になっています。日本語で言うところの「腹落ち」、つまり頭では理解できても
行動に移せない状態と、すぐに実践できる状態の差を埋めるような機能向上が評価されています
。

デザイン面でのクオリティも大幅に向上したとの報告があり、以前のモデルでも生成できたコンテン
ツの質が明らかに高くなっていることが指摘されています 。創造性自体は3.5の時点で十分高いレ
ベルに達していたものの、それを実用的な形で具現化する能力が向上したといえるでしょう 。

Claude 3.7 Sonnetは「Free」「Pro」「Team」「Enterprise」の4つの料金プランで提供されていま
す 。Freeプランは無料で基本機能を利用できますが、拡張思考モードは利用できず、トークン上
限という制限があります。Proプラン（月額課金）では拡張思考モードが利用可能になり、トークン
上限が引き上げられ、優先アクセスが提供されます 。

API利用の料金体系は、入力100万トークンあたり3ドル、出力100万トークンあたり15ドル（思考ト
ークンを含む）という従来モデルと同じ価格設定を維持しています 。拡張思考モードを使用する場
合、思考プロセスも出力トークンとしてカウントされるため、コスト管理に注意が必要です。

アクセス方法としては、ブラウザからClaude.aiにアクセスする「Web版」と、自社サービスやアプ
リケーションに統合できる「API」経由のアクセスの2通りが基本となります 。また、Amazon
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BedrockやGoogle Cloud's Vertex AIからも同じモデルにアクセスできるため、既存のクラウド環境
に合わせた選択が可能です 。

現在のトップクラス大規模言語モデル市場では、Claude 3.7 Sonnet、OpenAIのGPT-4o、Google
DeepMindのGemini 2.0 Flashが主要な競合関係にあります。それぞれに特徴的な強みがあり、用途
によって最適なモデルが異なります 。

複雑な推論タスクでは、Claude 3.7 Sonnetは拡張思考モードによる段階的推論が最大の強みで、特
に指示追従と大学院レベルの推論で優位性を示しています 。GPT-4oは汎用的な推論能力に優
れ、幅広い分野で安定した性能を発揮する一方、Gemini 2.0 Flashは超大規模データ処理に基づく推
論と特定ドメインでの専門知識において強みを持っています 。

コンテキスト処理能力（一度に処理できるテキスト量）では、Gemini 2.0 Flashが最大100万以上の
トークンで圧倒的なリードを持ち、Claude 3.7 Sonnetが100k+入力・128k出力で続き、GPT-4oは
最大128kトークンとなっています 。長大な文書や複数ソースからの情報統合が必要なタスクでは
Gemini 2.0 Flashが有利ですが、Claude 3.7 Sonnetも多くの実用的なシナリオに十分対応できるコ
ンテキスト長を持っています 。

マルチモーダル能力では、Gemini 2.0 Flashがテキスト、画像、音声、動画と最も広範なモダリティ
をサポートしているのに対し、Claude 3.7 Sonnetはテキストと画像の処理が可能です 。画像理解
の精度ではGPT-4oが強みを持つ場面も多いですが、Claude 3.7 Sonnetもビジュアル情報の理解と言
語との統合において着実な性能を示しています 。

Claude 3.7 Sonnetの革新的な機能は、さまざまな業務や活動において実践的な価値を生み出してい
ます。ビジネスの意思決定プロセスにおいては、市場分析や競合調査で大量のデータから重要なパタ
ーンやトレンドを抽出し、構造化された洞察を提供する能力が評価されています 。特に複雑な意思
決定においては、拡張思考モードを活用することで、複数の選択肢や戦略を多角的に評価し、その推
論過程も含めた詳細な分析を提示できます 。

ソフトウェア開発の分野では、前述のようにClaude 3.7 SonnetとClaude Codeの組み合わせが開発
サイクルの様々な段階を支援し、生産性の大幅な向上をもたらします 。研究や複雑な分析作業にお
いては、学術論文や技術文書などの長文資料を分析し、重要な概念や知見を抽出・整理する能力が大
幅に向上しています 。例えば、最新の研究トレンドを把握するために複数の論文を分析する場合、
拡張思考モードを使用することで、個々の論文の要点抽出から分野横断的なパターン認識、新たな研
究仮説の生成まで、段階的な思考プロセスを辿ることができます 。

コンテンツ制作やクリエイティブな業務においても、記事やレポートの構成立案から執筆、編集まで
一貫してサポートし、特に複雑なトピックについて多角的な視点からのアイデア発想を促進する能力
が評価されています 。拡張思考モードを活用することで、アイデアの発展過程を可視化し、より深
い創造的探索が可能になります 。

[3] [4]

競合モデルとの比較分析

[3]

[3] [5]

[3]

[3]

[3]

[3]

[3]

実用的な活用事例と応用分野

[3]

[3]

[3]

[3]

[3]

[3]

[3]



Claude 3.7 Sonnetは安全性と有用性のバランスも大きく改善されています。システムカードを通じ
て詳細な安全性評価が公開されており、透明性のある責任あるAI開発の姿勢が示されています 。
Anthropicが定義した安全性フレームワークであるAI Safety Level 2を採用してリリースされてお
り、このレベルでは、危険性のある情報を提供できる可能性はあるものの、その情報は信頼性や実用
性が低く、一般の検索エンジンで得られる程度の内容であるため、実際の悪用リスクは限定的とされ
ています 。

Anthropicは今後ASL-3も視野に入れた開発を進めており、ユーザーから有害な情報の要求があった
場合でも、Claude 3.7 Sonnetは可能な限り安全で有益な情報提供を行うよう設計されています 。
この安全性への配慮と実用性のバランスは、企業や研究機関での採用を促進する重要な要素となって
います。

Claude 3.7 Sonnetは、AIの進化における重要な転換点を示しています。標準モードと拡張思考モー
ドを1つのモデルで実現するハイブリッド推論アーキテクチャにより、ユーザーは状況に応じて即時
応答と深い思考プロセスを使い分けることが可能になりました。この革新的なアプローチは、AIがど
のように考え、結論に至ったかを可視化することで、ブラックボックス問題を軽減し、より透明性の
高い意思決定をサポートするという点で画期的です 。

Claude 3.7 Sonnetの高度なコーディング能力、大容量のコンテキスト処理、そしてマルチモーダル
機能の組み合わせは、ビジネスにおける意思決定支援からソフトウェア開発、研究分析、クリエイテ
ィブな業務まで、幅広い分野での活用可能性を大きく広げています。行動可能性（Actionability）の
向上により、単なる情報提供から一歩進んだ、具体的な次のステップを示すことのできるAIとして注
目を集めています 。

今後の展望としては、安全性のさらなる向上、Claude Codeの機能拡張、マルチモーダル機能の強化
などが期待されています 。Claude 3.7 Sonnetは、即時性と深い思考の両方を備えた新世代のAIと
して、私たちの働き方や問題解決のアプローチを根本から変革する可能性を秘めています。この可能
性を最大限に引き出すためには、適切なプロンプト設計、継続的な学習と最適化、そして人間とAIの
強みを相互に補完する協働モデルの構築が鍵となるでしょう 。
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